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一般会計歳入総額　4 8 億 4 8 0 9 万 3 千円（前年比 2 . 7％増）
　　　　歳出総額　4 4 億 8 6 9 3 万 5 千円（前年比 5 . 9％増）

2 7 年度一般会計決算・特別会計決算の認定

９月
定例会 　平成 28 年９月定例会は、９月２日から 20 日まで、19 日間の会期で開

催されました。
　８名の一般質問、27 年度一般会計・特別会計決算の認定、補正予算など、
村長提出議案 18 件、委員会提出議案 1 件、陳情 1 件を審議しました。
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◎
原
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

篠し
の

原は
ら

仁ひ
と

志し

さ
ん
（
中
新

田
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
31
年
9

月
30
日
ま
で
。

◎
原
村
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

　

東
ひ
が
し

山や
ま

真ま

理り

子こ

さ
ん
（
中

新
田
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
32
年
7

月
22
日
ま
で
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

　

百も
も

瀬せ

嘉か

徳と
く

さ
ん
（
柳
沢

区
）
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
委

嘱
の
日
か
ら
３
年
間
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

　

清し

水み
ず

己お
さ
むさ
ん（
原
山
区
）

が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
委

嘱
の
日
か
ら
３
年
間
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）（
専
決
処
分
）

　

農
林
業
費
、
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金
928
万
5
千
円
交

付
決
定
に
よ
る
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
持
続
的

活
用
に
よ
る
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
計
画
策
定
業
務
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
持
続
的
活
用
、
他
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
連
携

に
よ
る
効
率
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
図
る
も
の
。

　

事
業
費
は
、
国
か
ら
の

交
付
補
助
金
同
額
。
計
画

策
定
委
託
業
者
は
、
森
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（
東

京
）。

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
の
減
額
に
関

す
る
条
例

　

固
定
資
産
税
の
課
税
算

定
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

　

監
督
責
任
を
と
り
、
村

長
及
び
副
村
長
の
給
与
月

額
を
、
平
成
28
年
10
月
1

日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
の

間
、
100
分
の
10
に
相
当
す

る
額
、
減
額
す
る
も
の
と

す
る
。

◎
原
村
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

原
村
議
会
会
議
規
則
の

第
17
章
に
新
た
な
「
全
員

協
議
会
」規
程
を
置
き
、第

128
条
を
設
け
る
。

　

今
ま
で
任
意
で
行
っ
て

い
た
全
員
協
議
会
を
、
正

規
の
位
置
づ
け
と
す
る
。

同
意

適
任

適
任

承
認

可
決

可
決

同
意

定例会

区分 予算現額
決算額 差引残額

A － B
村債・長期
借入金残高歳入総額

A
前年度
対比

歳出総額
B

前年度
対比

一般会計

4,782,143 4,848,093 2.7 4,486,935 5.9 361,158
＊普通会計
1,922,109自主財源 37.9％

依存財源 62.1％

義務的経費 32.4％
投資的経費 22.5％
その他経費 45.2％

特
別
会
計

国民健康保険
事業勘定 1,224,934 1,308,241 13.3 1,206,574 20.9 101,667

　

国民健康保険直営
診療施設勘定 91,000 154,463 6.8 81,419 10.2 73,044

有線放送事業 52,000 60,267 73.3 47,028 83.4 13,239
農業者労働災害

共済事業 1,200 1,699 ▲14.4 442 ▲ 55.3 1,257

後期高齢者医療 77,500 78,221 0.6 76,931 1.1 1,290

特別会計合計 1,446,634 1,602,891 13.4 1,412,394 20.3 190,497

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 148,629 198,969 ▲ 3.1 129,875 ▲ 53.7 69,094
64,410

資本的収支 207,259 24,000 0.0 196,753 ▲ 43.7 ▲ 172,753
下
水
道
事
業

収益的収支 237,481 382,606 0.0 229,124 ▲ 11.7 153,482 （企業債）
1,113,303

（長期借入）
80,000資本的収支 235,645 6,427 43.4 234,054 1.5 ▲ 227,627

企業会計合計 829,014 612,002 ▲ 0.7 789,806 ▲ 29.5 ▲ 177,804

総    額 7,057,791 7,062,986 4.6 6,689,135 2.4 373,851 3,179,822

平成27年度会計別収支総額及び村債長期借入金残高

＊普通会計とは、一般会計と有線放送事業特別会計・農業者労働災害共済事業特別会計の総額です。

（単位 = 額；千円、前年比・構成比；％）

議 

案 

の 

審 
議

議 

案 

の 

審 
議
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平 成 2 8 年 9 月 定 例 会 表 決 結 果
委員会審査表記：総（総務産業）、社（社会文教）　　本会議審議結果表記　：　○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ賛否に加わる

議案等
番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議　　員　　名

　　　議　　案　　名　　等　　　　　　　　　　　

委員会審査 矢
島　

昌
彦

松
下　

浩
史

阿
部　

泰
和

内
田　

章
子

鮫
島　

和
美

芳
澤　

清
人

永
井　

和
人

小
池　

和
男

小
林
庄
三
郎

宮
坂　

早
苗

本
会
議

審
議
結
果付託先 審査結果

 9 月定例会

≪村長提出≫

同意第 1 号 原村固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意第 2 号 原村教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任

承認第 8 号
専決処分の承認

（平成 28 年度原村一般会計補正予算（第２号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第31号 原村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 社 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第32号 原村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第33号 平成 28 年度原村一般会計補正予算（第３号） 総 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第34号 平成 28 年度原村下水道事業会計補正予算（第 1 号） 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第 1 号 平成 27 年度原村一般会計決算の認定　 総 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 2 号 平成 27 年度原村国民健康保険事業勘定特別会計決算の認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 3 号 平成 27 年度原村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計決算の認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 4 号 平成 27 年度原村有線放送事業特別会計決算の認定 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 5 号 平成 27 年度原村農業者労働災害共済事業特別会計決算の認定 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第 6 号 平成 27 年度原村後期高齢者医療特別会計決算の認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第35号 平成 27 年度原村水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決及び

認定

議案第36号 平成 27 年度原村下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決及び

認定

議案第37号 特別職の職員で常勤の者の給与の減額に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

≪委員会・議員提出≫

発委第 7 号
原村議会会議規則の一部を改正する規則
　　　　　　　　　《提出者：議会運営委員長　矢島昌彦》 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

≪請願・陳情≫ 本会議で採択された請願・陳情は、委員会・議員提出議案として、
可決した場合、原村議会議長名で政府宛に意見書提出されます

陳情第 7 号
私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書
　　　　《提出者：中信地区私学助成推進協議会　会長　細田明宏》 社 継続審査

専
決
処
分

　

地
方
公
共
団
体
の
議
会

が
議
決
ま
た
は
、
決
定
す

べ
き
事
項
を
、
特
定
の
場

合
に
限
り
、
地
方
公
共
団

体
の
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
処
理
す
る
こ
と
。

　

特
に
緊
急
を
要
す
る
た

め
、
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
場
合
な

ど
、
首
長
が
代
わ
っ
て
処

分
を
行
う
も
の
で
す
。

ミ
ニ
解
説
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総務
産業

　

補
正
予
算
１
件
、
決
算
認
定
３
件
を
審
査
し
た
。

◎
28
年
度
原
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7

千
695
万
5
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
44
億
9
千
890
万
5

千
円
と
す
る
。

総
務
課

・
庁
舎
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク

オ
イ
ル
配
管
改
修
工
事

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
対
策
事
業
委
託
料

住
民
財
務
課

・
茅
野
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
負
担
金

・
固
定
資
産
税
過
誤
納
返

還
金
及
び
過
誤
納
返
還
金

支
払
業
務
委
託
料

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

事
業
負
担
金

商
工
観
光
課

・
臨
時
職
員
1
人
の
賃
金

消
防
室

・
八
ッ
手
屯
所
2
階
天
井

改
修　
　
　
　
　
　

反
対
討
論  

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ

の
も
の
に
反
対
。

賛
成
討
論  

・
村
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
補
正
で
あ
る
。

・
茅
野
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
相
談
が
身
近
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◎
27
年
度
原
村
一
般
会
計

決
算
の
認
定

　

収
支
状
況
は
歳
入
総
額

48
億
4
千
809
万
3
千
円
、

歳
出
総
額
44
億
8
千
693
万

5
千
円
、
差
引
差
額
3
億

6
千
115
万
8
千
円
。
前
年

比
較
で
は
、
歳
入
で
1
億

2
千
794
万
円
増
、
歳
出
は

2
億
4
千
912
万
7
千
円
増
。

繰
越
財
源
は
710
万
8
千
円
。

実
質
収
支
額
は
3
億
5
千

405
万
円
の
黒
字
、
単
年
度

収
支
額
は
5
千
358
万
2
千

円
の
赤
字
。
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
て
・
取
崩
し

を
加
減
し
た
実
質
単
年
度

収
支
額
も
1
億
4
千
213
万

7
千
円
の
赤
字
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率

は
い
ず
れ
の
比
率
に
つ
い

て
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」

を
下
回
っ
て
お
り
、健
全
な

財
政
状
況
を
示
し
て
い
る
。

総
務
課

・
26
年
度
の
退
職
者
20
人

（
広
域
消
防
一
元
化
に
伴

う
分
限
退
職
者
17
人
）
採

用
者
6
人
、
27
年
4
月
１

日
現
在
の
職
員
数
は
109
人
。

・
職
員
の
給
与
平
均
改
定

率
0.48
％
増
で
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は
91.9
。

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
26

件
で
260
万
5
千
円
。

・
地
域
創
生
先
行
型
事
業

の
取
組
（
26
年
度
繰
越
事

業
）

・
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
事

業
の
取
組
。

・
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
正
式
加
盟
（
27
年
10

月
2
日
）。

住
民
財
務
課

・
村
税
収
入
額
は
8
億
6

千
368
万
6
千
円
で
、
前
年

度
比
2
千
221
万
2
千
円
の

減
。
収
入
未
済
額
は
差
し

押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
に

よ
り
519
万
3
千
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
較
し
て
199
万

7
千
円
の
減
。
徴
収
率
は

99.4
％
と
昨
年
度
を
上
回
る

良
い
結
果
と
な
っ
た
。

農
林
課

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
（
県
営
中
新
田
地
区
内

た
め
池
整
備
2
か
所
及
び

御
射
山
地
区
用
排
水
路
整

備
の
計
画
概
要
書
作
成
）

商
工
観
光
課

・
八
ヶ
岳
観
光
圏
事
業
の

取
組
（
鉢
巻
周
遊
リ
ゾ
ー

ト
バ
ス
の
運
行
等
）。

消
防
室

・
消
防
団
員
に
活
動
服
、救

助
用
半
長
靴
貸
与
。

反
対
討
論　

・
人
事
評
価
制
度
導
入
に

反
対
。

賛
成
討
論　

・
公
共
交
通
の
利
用
者
は

増
加
し
て
い
る
、
取
組
み

を
評
価
す
る
。

・
人
口
増
対
策
の
取
組
を

評
価
す
る
。

・
若
年
層
に
重
点
を
置
き

な
が
ら
の
給
与
改
定
の
引

き
上
げ
。　
　
　
　

◎
27
年
度
原
村
有
線
放
送
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

・
歳
入
総
額
6
千
26
万
7

千
320
円
、
歳
出
総
額
4
千

702
万
7
千
603
円
、
差
引
残

高
1
千
323
万
9
千
717
円
。

・
サ
ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ
ル
文

字
放
送
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

・
屋
外
放
送
設
備
に
つ
い

て
。

意
見

・
文
字
放
送
の
フ
ル
画
面

化
が
で
き
な
い
か
。

◎
27
年
度
原
村
農
業
者
労

働
災
害
共
済
事
業
特
別
会

計
決
算
認
定　
　
　
　

・
歳
入
総
額
169
万
8
千
810

円
、
歳
出
総
額
44
万
1
千

626
円
、
差
引
残
高
125
万
7

千
184
円
。

・
加
入
農
家
数
は
690
戸
、近

年
減
少
し
て
い
る
。

観
光
事
業
活
性
化
の
た
め

の
駐
車
場
用
地
。（
八
ヶ
岳

美
術
館
駐
車
場
南
側
）

　

予
定
駐
車
台
数
50
台

舟
山
十
字
路
駐
車
場
用
地

　

予
定
駐
車
台
数
10
台

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
。（
樅
の
木
荘

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
）

　

電
気
利
用
箇
所
3
台
分

意
見

　

1
台
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
。

中
新
田
北
た
め
池

一
ノ
瀬
汐
補
償
井
戸

認
定

認
定

認
定

可
決

27
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

委
員
長　

小
池 

和
男
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委

員

会

報

告

表

決

結

果

定

例

会

一

般

質

問

事
務
組
合
報
告

視

察

報

告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

社会
文教

　

28
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
、
27
年
度
特
別
会
計
決
算
の
認
定
、
条
例
の
改
正
な
ど
、

補
正
予
算
１
件
、
認
定
５
件
、
条
例
２
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
決
算
の
認
定

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
診
療

報
酬
収
入
、
一
部
負
担
金

収
入
は
昨
年
よ
り
減
少
し

て
い
る
が
、
社
会
保
険
の

診
療
報
酬
、
一
部
負
担
金

収
入
が
増
加
し
て
い
る
た

め
外
来
収
入
合
計
は
昨
年

よ
り
増
加
し
た
。

　

実
質
収
支
額
は
黒
字
。

◎
27
年
度
原
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の

認
定

　

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

は
す
で
に
徴
収
済
み
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
翌
年

の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
へ
の
納
付
金
と
な
る
。

　
　
　
　

◎
27
年
度
原
村
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定

　

有
収
水
量
は
昨
年
よ
り

3.1
％
減
少
し
て
い
る
が
、

主
な
原
因
と
し
て
第
５
水

源
関
連
の
工
事
に
か
か
わ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

◎
27
年
度
原
村
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定

　

営
業
収
益
は
昨
年
よ
り

1.4
％
増
加
し
て
い
る
管
渠

費
の

51.8
％
の
減
額
は
下
水

道
台
帳
シ
ス
テ
ム
化
整
備

事
業
が
終
了
し
た
た
め
。

　
　
　
　

　
　◎

私
立
高
校
に
対
す
る
公

費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳

情
書

　
　
　
　
　
　

八
ヶ
岳
美
術
館

　

森
の
静
寂
さ
の
中
、
36

年
経
過
し
て
も
な
お
大
地

に
息
づ
き
脈
々
と
生
き
て

い
る
八
ヶ
岳
美
術
館
の
姿

を
確
認
し
た
。
館
内
は
窓

か
ら
の
自
然
光
が
彫
刻
に

あ
た
り
そ
の
光
の
影
が
よ

り
美
し
さ
を
引
き
立
て
て

い
る
の
を
感
じ
た
。

ズ
ー
ム
ラ
イ
ン
（
道
路
環

境
整
備
里
親
事
業
に
よ
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
植
栽
）

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
手
入
れ

に
差
が
あ
る
。
雑
草
に
覆

わ
れ
て
い
る
部
分
が
何
ヶ

所
か
あ
り
、
今
後
管
理
方

法
に
一
工
夫
ほ
し
い
。

◎
原
村
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　
　
　
　

　

建
築
基
準
法
施
行
令
に

伴
い
、児
童
福
祉
施
設
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
公
布
さ
れ
保
育
士
の

数
の
算
定
に
つ
い
て
保
健

師
又
は
看
護
師
に
加
え
准

看
護
師
に
つ
い
て
も
保
育

士
と
認
め
る
も
の
。

反
対
討
論

・
保
育
行
政
に
手
を
入
れ

ず
に
改
正
す
る
こ
と
は
母

親
の
立
場
か
ら
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

・
体
制
を
整
え
る
準
備
段

階
で
あ
り
早
急
に
対
応
し

な
い
と
安
心
し
て
保
育
が

で
き
な
い
。

◎
原
村
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

廃
棄
物
と
清
掃
に
関
す

る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ

た
の
で
条
例
が
条
ず
れ
、

項
ず
れ
に
な
る
も
の
。

◎
28
年
度
原
村
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

　

下
水
道
事
業
計
画
認
可

変
更
委
託
を
来
年
度
に
延

期
す
る
た
め
減
額
す
る
も

の
。　
　
　
　
　
　

◎
27
年
度
原
村
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

決
算
の
認
定　
　
　
　
　

　

歳
入
総
額
は
前
年
に
比

べ
13.3
％
増
加
、
歳
出
総
額

は
前
年
に
比
べ
20.9
％
の
増

加
、
収
支
差
引
額
は
黒
字

と
な
っ
て
い
る
が
収
支
差

引
額
か
ら
繰
越
金
を
差
し

引
い
た
単
年
度
経
常
収
支

は
５
千
533
万
４
千
603
円
の

赤
字
と
な
っ
た
。
保
険
給

付
費
の
一
般
高
額
療
養
費

は
前
年
に
比
べ
約
３
倍
に

な
っ
た
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
27
年
度
原
村
国
民
健
康
保

委
員
長　

芳
澤 

清
人

可
決
及
び
認
定

可
決
及
び
認
定

継
続
審
査

可
決

可
決

認
定

認
定

認
定

可
決

特
別
会
計
決
算
を
認
定

八ヶ岳美術館
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一

般

質

問

表

決

結

果

定

例

会

委
員
会
報
告

事
務
組
合
報
告

視

察

報

告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

（
質
問
）
就
任
２
年
目
、幾

多
の
事
業
が
山
積
し
て
い

る
。
美
し
い
活
力
あ
る
村

づ
く
り
は
。

「
村
長
」
１
点
目
、地
域
産

業
を
育
て
活
力
あ
る
豊
か

さ
を
創
造
す
る
。

　

そ
の
施
策
と
し
て
、
①

就
農
支
援
金
制
度
を
創
設

　

②
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化　

③
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
、
就
農
へ
の
補
助

事
業　

④
産
業
の
振
興
、

起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

制
度
を
継
続
し
、
起
業
家

の
育
成
を
図
る
。

　

２
点
目
、
安
心
し
て
子

育
て
の
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
。

　

そ
の
施
策
と
し
て
、
①

若
者
の
定
住
促
進
住
宅
補

助
事
業
を
５
年
間
継
続　

②
保
育
料
の
軽
減
策　

③

外
国
人
講
師
に
よ
る
小
学

校
の
英
語
教
育
の
導
入　

④
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
活
動
、
推
進

を
図
る
。

（
質
問
）「
ミ
ニ
水
力
発
電

所
」
を
設
置
し
、
子
ど
も

た
ち
に
夢
を
与
え
る
教
材

と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

「
村
長
」子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
大
事
で
あ
る
。

　

水
力
発
電
所
、
ど
ん
な

程
度
の
規
模
か
概
念
が
湧

か
な
い
の
で
研
究
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
質
問
）弓
振
農
村
広
場
管

理
棟
の
ト
イ
レ
を
、
高
齢

者
の
女
性
か
ら
洋
式
に
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
。
洋
式
に
改
修
で
き
な

い
か
。

「
教
育
長
」管
理
棟
の
基
礎

が
軟
弱
だ
っ
た
為
、
建
物

が
東
側
に
傾
い
て
い
る
。

本
格
的
に
洋
式
化
す
る
に

は
、
費
用
の
面
で
課
題
が

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

（
質
問
）高
齢
者
の
女
性
は

足
腰
が
弱
く
、
和
式
だ
と

利
用
す
る
の
が
大
変
だ
と

聞
く
。
便
器
だ
け
で
も
洋

式
に
で
き
な
い
か
。

「
教
育
長
」予
算
的
に
も
少

額
で
あ
れ
ば
、
村
と
相
談

し
考
え
て
い
く
。

永 井 和 人

子
育
て
に
悩
む家庭

の
支
援
対
策
は

就
任
２
年
目
の
村
づ
く
り
は

答
地
域
産
業
を
育
て
活
力
と

豊
か
さ
を
創
造
す
る

（
質
問
）子
育
て
に
悩
む
家

庭
が
全
国
的
に
増
え
て
い

る
現
状
か
ら
要
因
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

「
村
長
」家
庭
の
問
題
が
大

き
く
起
因
し
て
い
る
。
子

ど
も
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
、
子

ど
も
に
対
し
て
手
を
あ
げ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
か
ネ

グ
レ
ク
ト
に
つ
い
て
は
経

済
的
な
問
題
で
子
ど
も
の

養
育
に
心
の
ケ
ア
ま
で
回

ら
な
い
な
ど
親
育
ち
が
出

来
て
い
な
い
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

「
教
育
長
」親
の
し
つ
け
的

な
厳
し
さ
の
よ
う
な
指
導

が
で
き
て
い
な
い
家
庭
が

増
え
て
き
て
い
る
。
原
点

は
家
庭
に
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）子
育
て
に
つ
い
て

悩
む
家
庭
の
支
援
で
、
ど

の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら

れ
る
か
。

「
村
長
」
未
入
園
児
で
は

各
種
乳
児
検
診
等
で
家
庭

児
童
相
談
や
臨
床
心
理
士

が
児
童
と
親
の
様
子
を
確

認
し
た
り
、
子
育
て
サ
ロ

ン
で
の
様
子
を
み
て
い
る
。

育
児
に
不
安
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、
育
児
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
の
指
導
を
受

け
、
子
育
て
ケ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
中
心
に
展
開
し
て

い
き
た
い
。

（
質
問
）原
村
ブ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
展

開
を
し
て
き
た
か
。

「
村
長
」
観
光
面
か
ら
①

森
林
を
活
用
し
た
観
光
振

興　

②
地
域
資
源
を
活
用

し
た
活
性
化　

③
八
ヶ
岳

観
光
圏
事
業　

④
八
ヶ
岳

周
遊
リ
ゾ
ー
ト
バ
ス
の
運

行　

⑤
観
光
拠
点
の
再
生

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

で
原
村
観
光
案
内
所
を
通

年
開
所　

⑥
星
・
音
楽
を

テ
ー
マ
と
し
た
星
ま
つ
り
、

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
な
ど
そ
れ
な
り
に
成

果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

　

農
業
面
で
は
原
村
マ
ル

シ
ェ
を
首
都
圏
３
カ
所
で

開
催
し
、直
販
、Ｐ
Ｒ
販
売

を
し
て
い
る
。
セ
ル
リ
ー
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
原
村
メ
イ
ン

の
野
菜
を
中
心
に
購
入
に

つ
な
げ
る
情
宣
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

芳 澤 清 人

答
子
育
て
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う

弓振農村広場
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一

般

質

問

表

決

結

果

定

例

会

委
員
会
報
告

事
務
組
合
報
告

視

察

報

告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う
（
質
問
）地
上
設
置
型
太
陽

光
発
電
施
設
の
急
増
に
よ

る
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

「
村
長
」
環
境
省
の
見
解

同
様
、
反
射
光
や
電
磁
波

に
よ
る
大
き
な
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。
土
砂
災
害
、

突
風
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
の

飛
散
、
景
観
の
悪
化
等
に

つ
い
て
は
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
。
現
在
、
自
然
環

境
や
生
活
環
境
の
保
全
は

環
境
保
全
条
例
で
対
応
し

て
い
る
が
、
環
境
保
全
条

例
に
か
か
わ
ら
な
い
開
発

行
為
へ
の
対
応
も
必
要
な

の
で
条
例
改
正
に
向
け
て

準
備
中
で
あ
る
。

（
質
問
）「
原
村
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

設
置
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
不
備
な
点
が
多
い
。

発
電
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

そ
の
設
置
の
地
区
、
周
辺

住
民
が
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
。
今
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
中
で
、村
の
環
境
・

景
観
を
守
る
と
い
う
立
場

で
対
策
を
講
じ
ら
れ
な
い

の
か
。

「
村
長
」ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
問
題
が
生
じ

れ
ば
、
業
者
に
協
力
依
頼

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

（
質
問
）国
保
事
業
の
都
道

府
県
化
に
向
け
て
、
国
保

税
算
定
基
準
等
に
つ
い
て

新
た
な
動
き
は
あ
る
か
。

「
村
長
」各
市
町
村
で
医
療

費
水
準
等
が
異
な
る
の
で
、

長
野
県
は
統
一
し
た
保
険

料
水
準
を
定
め
ず
に
各
市

町
村
の
実
情
を
踏
ま
え
た

割
合
で
決
め
る
と
い
う
方

向
を
出
し
て
い
る
。

（
質
問
）「
都
道
府
県
化
」

さ
れ
る
と
県
が
国
保
財
政

を
管
理
し
、
村
は
国
保
事

業
の
実
務
を
行
う
と
い
う

関
係
に
な
る
。
そ
の
関
係

の
中
で
、
村
か
ら
県
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

「
村
長
」長
野
県
は
運
営
方

針
に
つ
い
て
、
各
市
町
村

へ
の
意
見
聴
取
を
行
い
十

分
な
協
議
を
行
う
、
と
い

う
方
針
を
出
し
て
い
る
。

（
質
問
）よ
り
良
い
公
務
員

の
育
成
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で

導
入
さ
れ
た
人
事
評
価
制

度
の
運
営
状
況
は
。

「
村
長
」原
村
職
員
の
人
事

評
価
実
施
規
定
並
び
に
人

事
評
価
実
施
要
項
に
基
づ

き
評
価
事
務
を
進
め
て
い

る
。
評
価
者
・
被
評
価
者

別
に
職
員
研
修
を
開
催
、

被
評
価
者
の
業
務
上
の
目

標
等
を
明
確
に
し
た
う
え

で
認
識
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
。

（
質
問
）ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
県
内
77
市
町
村
中
70

番
目
だ
。
優
秀
な
人
材
確

保
の
た
め
に
も
人
事
評
価

制
度
実
施
と
と
も
に
職
務

級
や
給
与
の
見
直
し
を
す

る
時
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」人
事
評
価
制
度
の

主
た
る
目
的
は
職
員
の
能

力
開
発
や
育
成
、
組
織
力

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。

い
い
意
味
で
の
緊
張
感
を

持
っ
て
人
事
評
価
の
結
果

を
任
用
や
昇
給
・
昇
格
な

ど
に
反
映
さ
せ
る
。

6
級
制
の
中
で
評
価
者
と

被
評
価
者
が
混
在
し
て
い

る
現
状
か
ら
職
務
級
の
見

直
し
も
必
要
か
な
、
と
感

じ
て
い
る
。
年
内
を
目
安

に
具
体
的
な
検
討
を
行
う
。

人
材
育
成
は
専
門
研
修
な

ど
更
な
る
向
上
を
目
指
し

た
い
。

（
質
問
）ア
ス
カ
ー
ブ
の
除

雪
実
施
後
の
破
損
、
年
次

経
過
に
よ
る
劣
化
に
ど
う

対
処
し
て
い
る
か
。

「
村
長
」
原
因
者
が
、は
っ

き
り
し
て
い
る
場
合
は
原

状
復
帰
を
お
願
い
す
る
。

経
年
劣
化
は
対
応
策
を
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
質
問
）道
路
舗
装
要
望
に

対
し
て
の
実
施
優
先
順
位

等
、
十
分
な
住
民
へ
の
説

明
は
で
き
て
い
る
の
か
。

「
村
長
」9
月
に
各
区
か
ら

の
申
請
を
受
け
、
翌
年
の

区
長
懇
談
会
で
全
体
報
告

を
し
て
い
る
。
費
用
対
効

果
や
区
長
と
の
や
り
取
り

の
中
で
優
先
順
位
を
決
め

て
い
く
の
が
ベ
タ
ー
。
資

材
支
給
事
業
も
あ
る
。
情

報
発
信
の
仕
方
は
住
民
に

寄
り
添
う
べ
く
今
後
改
善

し
て
い
き
た
い
。

鮫 島 和 美

阿 部 泰 和

急
増
す
る
地
上
設
置
型
太
陽
光

発
電
施
設
へ
の
対
応
は

道
路
舗
装
要
望
に
対
し
て
の対応

は

答

答

 

情
報
発
信
の
仕
方
を
改
善

し
て
い
く

条
例
改
正
を
検
討
中
で
あ
る
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一

般

質

問

表

決

結

果

定

例

会

委
員
会
報
告

事
務
組
合
報
告

視

察

報

告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

（
質
問
）
12
月
議
会
に
お

い
て
大
き
な
社
会
情
勢
の

変
化
が
な
い
限
り
毎
年
一

歳
づ
つ
対
象
年
齢
を
引
き

上
げ
る
と
し
た
医
療
費
特

別
給
付
金
条
例
改
正
に
つ

い
て
来
年
度
の
予
算
編
成

も
あ
り
予
定
は
あ
る
の
か
。

ま
た
改
正
す
る
な
ら
村
民

向
け
説
明
会
を
開
催
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」
答
申
内
容
で
あ

る
70
歳
支
給
年
齢
開
始
を

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

10
月
開
催
予
定
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
一
つ
の
方

向
性
を
見
い
だ
せ
れ
ば
よ

い
の
か
な
と
考
え
て
い
る
。

あ
る
程
度
意
見
を
賜
っ
た

中
で
判
断
し
た
い
。
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
な
面
も

含
め
て
方
向
性
を
見
い
だ

せ
れ
ば
と
思
う
。

（
質
問
）
樅
ノ
木
荘
に
関

す
る
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
、
広
報
の
件
・
建
設
費

用
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
の
関

係
・
住
民
と
の
合
意
形
成

の
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
。
住
民
が
判

断
す
る
う
え
で
乏
し
い
資

料
し
か
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
住
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
く
の
か
。

「
村
長
」
広
報
の
件
は
素

直
に
反
省
し
て
い
る
。
こ

の
間
の
説
明
会
は
、
建
設

委
員
会
の
方
で
検
討
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
は
出
し

て
い
た
だ
い
た
。
い
ろ
い

ろ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

最
終
的
に
ま
と
め
た
中
で
、

住
民
合
意
得
て
進
ん
で
い

く
手
順
だ
と
理
解
し
て
い

る
。

（
質
問
）検
討
委
員
会
に
は

建
設
費
用
な
ど
規
定
し
な

か
っ
た
の
か
。

「
村
長
」
建
て
替
え
る
場

合
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ど

う
い
う
も
の
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
捉
え
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て

い
た
だ
い
た
。
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
十
分
理

解
し
て
の
議
論
で
あ
っ
た

こ
と
は
申
し
添
え
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
図
書
館
施
設
に
つ
い
て

（
質
問
）御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
も
み
の
木
コ
ー
ス

南
側
の
道
路
に
砕
石
が
敷

か
れ
て
い
る
。
業
者
が
敷

い
た
と
い
う
が
。

「
村
長
」こ
の
道
路
は
村
道

認
定
724
号
線
で
あ
り
、
担

当
課
で
業
者
に
厳
重
注
意

を
し
て
い
る
。

（
質
問
）公
図
に
は
載
っ
て

い
な
い
が
道
路
認
定
を
し

て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
。

「
教
育
長
」方
策
を
来
年
度

予
算
に
向
け
て
考
え
て
い

る
。

　（
質
問
）屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
つ
い
て
は
。

「
村
長
」利
用
状
況
の
把
握

と
、
将
来
の
周
辺
整
備
を

含
め
て
時
間
を
頂
き
た
い
。

内 田 章 子

小 池 和 男

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

道
路
に
つ
い
て

医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
改
正

の
可
能
性
に
つ
い
て

答

答

業
者
に
厳
重
注
意

　

あ
り
方
検
討
会
の
検
討
を

経
て
判
断

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う

御山マレットゴルフ場

屋内ゲートボール場
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一

般

質

問

表

決

結

果

定

例

会

委
員
会
報
告

事
務
組
合
報
告

視

察

報

告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

（
質
問
）地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
に
よ
る
観
光
振
興

策
の
進
捗
状
況
は
。

「
村
長
」現
在
３
つ
の
項
目

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１

点
目
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー

ナ
ー
世
代
交
代
及
び
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
化
支
援
事
業
。

２
点
目
は
、
人
材
バ
ン
ク

の
整
備
と
観
光
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
の
育
成
事
業
。
３
点

目
は
、
観
光
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
集
合
広
場
整
備
事
業

と
し
て
、
八
ヶ
岳
美
術
館

の
駐
車
場
を
約
３
千
㎡
拡

張
す
る
。

（
質
問
）来
年
度
以
降
の
プ

ラ
ン
は
。

「
村
長
」ペ
ン
シ
ョ
ン
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
再
生
が
原
村
の

観
光
産
業
の
再
生
と
認
識

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

の
交
付
金
に
つ
い
て
は
不

透
明
。
村
の
費
用
が
ど
れ

だ
け
出
せ
る
か
の
財
政
と

の
協
議
は
ま
だ
だ
が
、
補

助
金
云
々
は
別
と
し
て
、

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
事
業

を
、
数
年
か
け
て
も
、
あ

る
程
度
完
成
で
き
る
形
ま

で
も
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い

る
。

（
質
問
）村
と
自
主
防
災
組

織
と
の
連
携
と
今
後
の
支

援
は
。

「
村
長
」各
区
の
自
主
防
災

組
織
と
は
、
村
総
合
防
災

計
画
の
主
会
場
を
持
ち
回

り
で
、
村
と
連
携
し
た
発

災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
、
万
が
一
に
備
え
て
い

る
と
こ
ろ
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
各

組
織
が
進
め
る
防
災
資
機

材
の
備
蓄
の
促
進
を
支
援

す
る
。
原
村
自
主
防
災
組

織
倉
庫
整
備
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
補
助
対
象
要

件
の
緩
和
・
防
災
資
機
材

の
更
新
に
対
す
る
助
成
措

置
を
検
討
す
る
。
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
や
出
前
講
座

等
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓

発
に
力
を
入
れ
る
。

（
質
問
）消
防
団
屯
所
の
耐

震
は
ど
う
か
。

「
村
長
」
消
防
団
は
地
域

防
災
の
要
だ
と
い
う
わ
り

に
は
、
目
を
向
け
て
こ
な

か
っ
た
。
建
替
え
を
含
め

た
耐
震
化
計
画
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
美
し
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

松 下 浩 史

自
主
防
災
組
織
へ
の
今
後
の

支
援
は

答
補
助
対
象
要
件
の
緩
和
を
検
討

（
質
問
）
発
災
時
に
、誰
で

も
対
応
で
き
る
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が

必
要
で
は
。

「
村
長
」
発
災
時
に
、職
員

が
迅
速
か
つ
円
滑
に
避
難

所
を
開
設
し
運
営
で
き
る

よ
う
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
。

（
質
問
）要
援
護
者
を
受
け

入
れ
る
福
祉
避
難
所
へ
の

備
蓄
を
。

「
村
長
」
現
在
、指
定
避
難

所
15
施
設
、
福
祉
避
難
所

2
施
設
。
災
害
応
急
資
材

は
、
役
場
庁
舎
と
原
小
学

校
の
2
施
設
に
備
蓄
。
今

年
度
予
算
で
役
場
庁
舎
に

B
型
倉
庫
を
設
置
。
必
要

と
す
る
施
設
へ
配
布
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）避
難
所
運
営
や
備

蓄
の
準
備
に
、
要
援
護
者
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
い
る

家
庭
、
障
が
い
を
持
っ
て

い
る
方
た
ち
の
意
見
の
反

映
を
。

「
村
長
」対
応
が
で
き
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
。
必
要

な
も
の
を
調
査
し
、
関
係

団
体
や
関
係
機
関
の
意
見

を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）避
難
所
に
お
け
る

男
女
の
違
い
な
ど
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
防
災

会
議
に
女
性
が
入
っ
て
い

な
い
市
町
村
は
、
77
市
町

村
中
、
原
村
を
含
め
て
32

市
町
村
。
女
性
委
員
の
登

用
が
必
要
で
は
。

「
村
長
」
原
村
防
災
会
議

は
、
条
例
で
14
名
の
任
命
。

6
市
町
村
内
の
女
性
委
員

は
、
岡
谷
市
1
名
、
茅
野

市
2
名
、
下
諏
訪
町
1
名
。

　

他
市
町
の
事
例
を
聞
き

な
が
ら
、
女
性
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

（
質
問
）中
高
生
の
居
場
所

に
つ
い
て
、
図
書
館
・
公

民
館
改
築
を
考
え
て
は
。

「
教
育
長
」
成
人
式
、
お

盆
野
球
、
ハ
ラ
カ
ツ
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
活
力
を
感

じ
て
い
る
。
場
所
的
な
も

の
は
足
り
て
い
な
い
。

　

故
郷
へ
帰
っ
て
き
て
活

躍
で
き
る
よ
う
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）景
観
行
政
団
体
へ

の
移
行
・
景
観
条
例
の
制

定
を
。

「
村
長
」景
観
行
政
団
体
へ

移
行
す
る
こ
と
は
有
効
。

宮 坂 早 苗

発
災
時
の
避
難
所
開
設
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

答
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う

よいさ祭り実行委員
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表
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果

定

例

会

委
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一

般

質

問

視

察
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告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

事務
  組合

    報告

　

8
月
定
例
会
が
、
8
月

19
日
に
開
催
さ
れ
、
27
年

度
決
算
案
な
ど
の
提
出
が

あ
り
、
全
議
案
を
全
会
一

致
で
可
決
・
認
定
し
た
。

　

病
院
利
用
患
者
数
は
、

入
院
が
延
べ
11
万
2
千
648

人
（
1
日
平
均
307
・
8
人
）

で
前
年
度
に
比
べ
2
千
431

人
（
2.1
％
）
の
減
、外
来
は
、

20
万
8
千
283
人
（
1
日
平

均
857
・
1
人
）
で
前
年
度

に
比
べ
4
千
463
人（
2.2
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

　

経
営
的
な
面
で
は
、
入

院
患
者
を
全
体
で
1
日
当

た
り
318
人
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
き
た
が
、

増
改
築
工
事
に
伴
う
院
内

引
越
し
な
ど
で
利
用
で
き

る
病
床
も
制
限
さ
れ
、
入

院
患
者
の
受
け
入
れ
が
困

難
な
状
況
が
続
き
、
目
標

に
は
届
か
な
か
っ
た
。
外

来
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
10
月
か
ら
全
て
の
土
曜

日
を
閉
院
と
し
た
が
影
響

は
な
く
利
用
患
者
は
増
と

な
っ
た
。

　

入
院
患
者
の
確
保
が
で

き
ず
、
人
件
費
を
中
心
と

し
た
費
用
の
伸
び
を
上
回

る
収
入
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
最

終
的
に
3
億
1
千
110
万
8

千
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ

た
。

　

第
3
期
増
改
築
工
事
は
、

平
成
29
年
3
月
の
竣
工
に

向
け
て
計
画
通
り
工
事
は

進
ん
で
い
る
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設

「
や
す
ら
ぎ
の
丘
」、
介
護

老
人
福
祉
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
里
」
及
び
看
護
専
門

学
校
の
会
計
決
算
も
全
会

一
致
で
認
定
し
た
。

　

介
護
老
人
福
祉
施
設

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」に
あ
る

ベ
ッ
ド
周
囲
の
間
仕
切
り

を
現
行
の
カ
ー
テ
ン
か
ら

パ
ネ
ル
に
替
え
る
事
業
費

5
千
400
万
円
の
補
正
予
算

案
（
第
1
号
）
も
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

（
小
林
庄
三
郎
）

諏
訪
中
央
病
院
組
合

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

　

9
月
定
例
会
が
、
9
月

27
日
に
開
催
さ
れ
、
28
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

27
年
度
一
般
会
計
決
算
、

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計

決
算
な
ど
、
全
議
案
全
会

一
致
で
可
決
・
認
定
し
た
。

　

28
年
度
補
正
予
算
内
容

は
、
静
香
苑
に
お
け
る
会

葬
者
転
倒
事
故
の
賠
償
。

賠
償
額
は
13
万
7
千
40
円
。

全
額
、
全
国
市
町
会
保
険

損
害
賠
償
保
険
金
で
の
支

払
い
と
す
る
。

　

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、
約
1
万
6
千
ト
ン
の

余
力
が
あ
り
、今
後
5
、6

年
の
処
理
能
力
は
あ
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
終
処
分
場
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
新
設
に
あ

た
り
、
候
補
地
の
選
定
に

入
っ
て
い
る
、
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。（

松
下
浩
史
）

会 計 名 収　　　　入 支　　　　出 差 引 額 原 村 負 担 金

病 院 事 業 8,682,319 8,993,427 311,108 38,780

老人保健施設 411,781 538,989 127,208 2,750

看護専門学校 130,743 254,105 123,362 8,310

老人福祉施設 413,019 452,084 39,065 −

諏訪中央病院組合　平成 27 年度決算 （単位：千円）

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 原村負担金

一 般 会 計 71,657 64,986 6,671 5,953

ごみ処理特別会計 483,242 421,103 62,139 30,257

諏訪南行政事務組合　平成 27 年度決算 （単位：千円）

　

一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の
市
町
村
で
単
独
で

処
理
さ
れ
て
い
た
事
務
の
一
部
を
共
同
し
て
処
理
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
組
合
で
す
。
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事
務
組
合
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告

表

決

結

果

定

例

会

委
員
会
報
告

一

般

質

問

視

察
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告

議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

◎
27
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
の
認
定

一
般
会
計

　

広
域
連
合
の
運
営
、
婚

活
、
病
院
群
輪
番
制
病
院

運
営
（
夜
間
、休
日
病
院
運

営
補
助
）、
小
児
救
急
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
（
指
定
管

理
委
託
）
運
営
等
の
事
業
。

　

小
児
夜
間
救
急
セ
ン

タ
ー
利
用
は
、
病
院
の
救

急
医
療
体
制
の
充
実
等
か

ら
減
少
し
て
い
る
。

救
護
施
設
八
ヶ
岳
寮

　

在
所
者
数
は
132
人
（
男

74
、
女
58
）、
う
ち
原
村
５

人
（
男
３
、女
２
）。
社
会

復
帰
を
目
指
し
、
生
活
訓

練
を
実
施
。
４
人
が
地
域

復
帰
し
た
。

介
護
保
険

　

介
護
認
定
者
の
状
況
は
、

１
万
506
人
、
う
ち
原
村
400

人
で
増
加
し
て
い
る
。
制

度
改
正
に
よ
り
利
用
者
の

負
担
は
増
加
。
介
護
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の

独
自
性
を
生
か
し
た
介
護

体
制
の
構
築
。
給
付
と
保
険

料
の
公
平
性
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
制
度
の
推
進
を
図
る
。

広
域
消
防

　

27
年
度
、６
市
町
村
の
消

防
が
広
域
一
元
化
、総
合
的

な
広
域
消
防
力
が
充
実
。消

防
技
術
の
高
度
化
・
迅
速

化
、
災
害
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。デ
ジ
タ
ル
無

線
基
地
局
、各
署
消
防
機
能

の
充
実
と
連
携
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。現
状
特
に

問
題
は
出
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
振
興
基
金
事
業

　

広
域
観
光
、婚
活
、環
境

美
化
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
推
進
な
ど
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。（

小
平
雅
彦
）

諏
訪
広
域
連
合

南
諏
衛
生
施
設
組
合

会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額 原村負担金
一般会計    509,558   478,654    30,903 11,065（130）

特
別
会
計

救護施設八ヶ岳寮    430,344   404,747    25,597 3,680（100）
介護保険  17,685,959 17,838,566   319,712  95,086（106）

諏訪広域消防   27,539,713  2,576,084   177,629 108,099（92）
ふるさと振興基金事業     56,590    47,254    9,336  負担金なし

南諏衛生施設組合 平成 27 年度決算
（単位：千円）

　

９
月
定
例
会
が
、
9
月

26
日
に
富
士
見
町
議
会
場

に
て
開
催
さ
れ
、
提
出
議

案
1
件
を
全
会
一
致
で
認

定
し
た
。

　

27
年
度
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、
し
尿
の
み

の
運
営
だ
っ
た
が
、
昭
和

49
年
に
ご
み
焼
却
施
設

（
平
成
11
年
に
廃
止
）平
成

3
年
に
粗
大
ご
み
施
設
及

び
平
成
7
年
に
埋
め
立
て

処
分
場
の
建
設
。

　

い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
定
期
的
な

修
繕
工
事
な
ど
の
延
命
化

対
策
に
よ
り
順
調
に
稼
働

し
て
い
る
。（
内
田
章
子
）

合　　計 原村負担金

歳　入 236,010 60,972
歳　出 201,191
差引額 34,819

諏訪広域連合　平成 27 年度会計決算 （単位：千円）（前年比）

南諏衛生センター粗大ゴミ施設

　

諏
訪
広
域
連
合
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
29
・
30

日
諏
訪
市
議
場
で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
２
件
、
27
年
度

決
算
５
件
を
可
決
・
認
定
し
た
。
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議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

南
三
陸
町

「
南
三
陸
町
地
域
防
災
計

画
」
の
取
り
組
み

　

災
害
時
に
お
け
る
被
災

状
況
は
、
震
度
6
強
、
大

津
波
役
場
付
近
で
15.5
ｍ
の

波
高
と
な
り
、
死
者
行
方

不
明
者
合
わ
せ
て
832
人
、

半
壊
以
上
の
住
居
被
害
は

61.9
％
と
な
っ
た
。

　

震
災
後
、
ど
の
よ
う
な

災
害
に
遭
遇
し
て
も
命
が

守
ら
れ
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
し
つ
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、集
落
、地

域
社
会
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
「
な
り

わ
い
は
、
様
々
で
あ
っ
て

も
住
ま
い
は
高
台
に
」
を

土
地
利
用
の
基
本
原
則
と

し
て
再
建
を
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
震
災
か
ら
5
年
半

た
っ
た
今
、
南
三
陸
病
院

や
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
全
小
中
学
校
が

復
旧
す
る
な
ど
目
に
見
え

る
復
興
が
す
す
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
の
教
訓
を

ふ
ま
え
て
「
何
と
し
て
も

命
を
守
る
」
被
害
を
減
少

化
す
る
「
減
災
」
と
い
う

考
え
方
を
主
眼
に
お
く
。

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
被
害

の
軽
減
、
ソ
フ
ト
対
策
と

し
て
人
命
を
失
わ
な
い
こ

と
を
最
重
視
し
た
対
応
な

ど
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
実
施
し
た
。

　

地
域
防
災
を
考
え
る
う

え
で
何
よ
り
も
人
命
を
失

わ
な
い
こ
と
を
最
重
要
視

す
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

今
、
南
三
陸
町
は
、
少
し

ず
つ
産
業
や
観
光
な
ど
回

復
し
つ
つ
あ
る
。
町
の
中

は
、
山
を
崩
し
て
10
m
を

超
す
盛
り
土
を
す
る
作
業

が
い
た
る
と
こ
ろ
で
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。
再
生
に

は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

北
塩
原
村

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
加
盟
の
取
り
組
み

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
北
塩
原
村
を
視
察
し
た
。

　

国
立
指
定
公
園
の
中
に
、

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
青
緑
色
に
光
る
毘

沙
門
沼
を
は
じ
め
と
す
る

五
色
沼
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。
素
晴
ら
し
い
観

光
資
源
で
あ
る
。

総務
  産業

    視察
10
月
4
～
6
日
宮
城
県
南
三
陸
町
、

福
島
県
北
塩
原
村
を
視
察
し
た
。

南三陸さんさん商店街

福島県北塩原村五色沼

南三陸町第 2 次総合計画（平成 28 年 1 月策定）

副
委
員
長　

内
田　

章
子

南三陸町HPより抜粋
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議
会
活
動
に
つ
い
て

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

敦
賀
市

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
「
高
速
増
殖
原
子
炉

も
ん
じ
ゅ
」
の
取
り
組
み

　

高
速
増
殖
原
子
炉
も
ん

じ
ゅ
は
、
海
を
前
に
、
後

ろ
は
山
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
環
境
の
中
の
巨
大
原
子

力
発
電
棟
で
あ
っ
た
。

　

中
に
は
入
れ
な
い
の
で

50
分
の
１
の
モ
デ
ル
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
燃
料
と

な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
核

分
裂
に
よ
り
、
熱
を
取
り

出
す
ば
か
り
で
な
く
燃
や

し
た
以
上
の
燃
料
を
生
み

出
す
「
夢
の
原
子
炉
」
で

あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
少

な
い
地
球
で
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
、
数
千
年
間
使
用

で
き
、
CO₂
排
出
量
も
石
油

に
比
べ
ご
く
わ
ず
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
核
分
裂
に
よ

り
起
こ
る
放
射
性
物
質
や
、

使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理

し
て
出
て
く
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
は
、
人
体

に
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性

が
高
い
。
政
府
は
廃
炉
を

含
め
た
根
本
的
な
見
直
し

を
決
定
し
た
。

　

最
先
端
技
術
の
詰
ま
っ

た
「
高
速
増
殖
原
子
炉
も

ん
じ
ゅ
」
を
複
雑
な
思
い

で
視
察
し
た
。

池
田
町

　
「
食
U
タ
ー
ン
」・「
子

育
て
支
援
」
の
取
り
組
み

　

池
田
町
は
福
井
市
よ
り

車
で
約
40
分
余
り
、
山
に

囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
り
森

林
率
92
％
の
山
あ
い
の
町

で
あ
る
。
年
々
町
を
去
る

人
が
多
く
特
に
子
育
て

世
代
の
人
口
減
少
が
多

い
と
い
う
。
66
年
前
は

８
千
４
百
人
で
あ
っ
た
人

口
が
現
在
で
は
３
分
の
１

の
２
千
７
百
名
余
り
で
あ

る
。

「
食
U
タ
ー
ン
」

　

生
ご
み
等
を
肥
料
化
し

町
民
に
還
元
、
農
業
を
活

性
化
す
る
取
り
く
み

　

生
ご
み
を「
食
品
資
源
」

と
位
置
づ
け
、「
食
」
が

「
食
」と
し
て
循
環
す
る
し

く
み
。

　

①
生
ご
み
を
新
聞
紙

に
包
む　

②
N
P
O
法

人
U
フ
レ
ン
ズ
が
生
ご

み
を
回
収
（
週
３
回
）
③

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
高
品
質
た
い
肥
製
造
施

設
）
に
て
牛
糞
・
も
み
殻

を
混
合
し
完
熟　

④
肥
料

（
土
魂
壌
）・
液
肥
と
し
て

販
売　

⑤
有
機
農
業
の
推

進
（
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正

直
農
業
）
⑥
野
菜
な
ど
を

町
営
の
販
売
施
設
（
こ
っ

ぽ
い
屋
）
に
て
販
売
す
る
。

　

環
境
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
「
池
田

町
」
が
、
一
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
。

「
子
育
て
支
援
」

　

子
育
て
に
つ
い
て
各
種

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

①
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん

（
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）
20
万

円　

②
マ
マ
頑
張
る
手
当

（
３
才
ま
で
）月
２
万
円　

③
誕
生
翌
日
か
ら
36
か
月

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
に

月
１
万
円　

④
小
学
校
・

中
学
校
入
学
５
万
円　

⑤

高
校
入
学
10
万
円　

⑥
子

ど
も
園
で
２
歳
児
か
ら
英

語
教
育
（
週
２
回
）、子
育

て
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
子

育
て
講
座
、
人
形
劇
、
手

づ
く
り
お
や
つ
体
験
（
母

親
）
⑦
つ
み
木
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
。　
　

　

子
育
て
世
代
に
は
厚
い

支
援
で
あ
り
、
町
独
自
の

子
ど
も
支
援
で
あ
る
。

鯖
江
市

　
「
社
会
福
祉
法
人
ふ
じ

の
里
」（
幼
老
一
体
化
施

設
）
の
取
り
組
み

　

同
じ
施
設
内
に
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
保
育
園
が
あ

る
複
合
施
設
。

　

保
育
園
児
が
、
毎
日
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
る
高
齢

者
を
「
お
は
よ
う
」
の
挨

拶
で
迎
え
る
。
そ
の
時
か

ら
高
齢
者
の
表
情
は
一
変
、

元
気
な
高
齢
者
に
な
る
。

　

施
設
内
で
は
、
保
育
園

と
老
人
施
設
が
廊
下
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
触
れ
合

う
機
会
が
多
く
、
負
担
な

く
多
世
代
と
の
交
流
が
出

来
て
い
る
。

　

ま
た
園
庭
を
挟
み
、
様

子
を
覗
え
る
の
が
複
合
施

設
の
特
徴
。
毎
月
の
誕
生

会
、
歌
、
遊
戯
の
発
表
や

年
中
行
事
等
の
交
流
が
あ

る
。

　

高
齢
者
は
、「
介
護
３
」

が
平
均
で
、
車
い
す
使
用

が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

高
齢
者
は
、
園
児
か
ら

元
気
・
気
力
を
も
ら
い
、園

児
は
、
日
本
の
文
化
や
優

し
さ
を
学
ぶ
。
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
。

社会
  文教

    視察

幼老連携で運動会

高速増殖原子炉「もんじゅ」の縮小モデル

10
月
18
日
～
20
日
に
か
け
て

福
井
県
敦
賀
市
・
池
田
町
・

鯖
江
市
を
視
察
し
た
。

委
員
長　

芳
澤　

清
人
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開
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れ
た
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に
む
け
て

議会
活動

議会の 1 年間

　

議
会
は
、
議
員
で
構
成
さ
れ
る
合
議
体
で
あ
り
、
そ
の

意
思
は
会
議
に
お
け
る
議
決
の
形
で
表
さ
れ
ま
す
。
議
長・

副
議
長
は
、
会
議
の
選
挙
で
選
ば
れ
、
事
務
処
理
な
ど
の

補
助
機
関
と
し
て
事
務
局
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

１
月・

成
人
式

・
消
防
団
出
初
式

・
新
年
賀
詞
交
歓
会

2
月・

6
市
町
村
正
副
議
長
会

3
月・

第
1
回
定
例
会

　
　
　
　
（
予
算
議
会
）

・
卒
業
式

・
中
学
生
NZ
ホ
ー
ム

　

ス
テ
イ
壮
行
会

・
一
部
事
務
組
合
議

　

会
等
定
例
会

4
月・

入
学
式

５
月・

議
会
報
告
懇
談
会

６
月・

第
2
回
定
例
会

・
議
員
連
盟
環
境
整
備

　
活
動

・
東
京
原
郷
友
会

７
月・

広
域
防
災
講
演
会

・
茅
野
市
・
原
村
青
少
年
育

　
成
大
会

・
町
村
議
会
議
員
研
修
会

・
ポ
ン
プ
操
法
大
会

・
信
州
山
の
日

　
　
　
（
原
村
会
場
）

８
月・

6
市
町
村
議
会

　
議
員
交
流
会

９
月・

第
3
回
定
例
会

　

 　
　
（
決
算
議
会
）

・
運
動
会

・
一
部
事
務
組
合
議

　

会
等
定
例
会

・
戦
没
者
追
悼
式

・
敬
老
会

10
月・

J
A
農
業
祭

・
諏
訪
郡
議
会
議
員
交
流
会

・
八
ヶ
岳
ま
る
ご
と

　
収
穫
祭

・
五
者
懇
談
会

・
音
楽
会

・
常
任
委
員
会
視
察
研
修

11
月・

原
村
表
彰
式

・
中
学
生
議
会

・
議
会
報
告
懇
談
会

12
月・

第
4
回
定
例
会

定
例
会
・
臨
時
会

　

村
長
が
招
集
し
、
定
例

会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
年
4
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

臨
時
会
は
、
必
要
が
あ

る
と
き
村
長
よ
り
招
集
さ

れ
ま
す
。

委
員
会

　

委
員
会
に
は
、
常
任
委

員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
三
種
が
あ

り
ま
す
。

議
会
報
告
・
懇
談
会

　

平
成
19
年
よ
り
、
村
民

の
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

を
お
聞
き
す
る
目
的
で

行
っ
て
い
ま
す
。
3
月
・

9
月
定
例
会
後
に
、
各
地

区
公
民
館
で
、
行
い
ま
す
。

　

村
内
在
住
の
方
、
ど
な

た
で
も
出
席
で
き
ま
す
。

五
者
懇
談
会

　

商
工
会
・
J
A
・
農
業

委
員
会
・
教
育
委
員
会
・

議
会
の
五
者
で
、
村
の
現

状
や
課
題
の
共
有
、
研
修

会
と
情
報
交
換
を
行
い
ま

す
。

６
市
町
村
議
会
議
員
交
流
会

　

６
市
町
村
議
会
で
、
諏

訪
地
域
の
課
題
共
有
と
情

報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

野
球
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
講
演
会
な
ど
、
担
当

議
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

交
流
会
と
な
り
ま
す
。
28

年
度
は
、
諏
訪
市
議
会
担

当
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
で
し
た
。
原
村
議
会
は
、

初
優
勝
し
ま
し
た
。

中
学
生
議
会

　

公
民
的
分
野
「
地
方
自

治
と
住
民
の
権
利
」
の
単

元
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、

地
方
議
会
の
疑
似
体
験
を

通
じ
て
、
地
方
自
治
に
関

心
と
理
解
を
深
め
る
目
的

で
開
催
し
ま
す
。

一
部
事
務
組
合

　

複
数
の
市
町
村
で
、
単

独
で
処
理
さ
れ
て
い
た
事

務
の
一
部
を
、
共
同
し
て

処
理
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
組
合
で
す
。

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

・
静
香
苑
事
業
（
諏
訪
市
・

茅
野
市
・
富
士
見
町
・
原

村
）

・
諏
訪
南
清
掃
セ
ン
タ
ー

ご
み
処
理
事
業（
茅
野
市
・

富
士
見
町
・
原
村
）

南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

・
し
尿
処
理
事
業
（
富
士

見
町
・
原
村
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
（
富

士
見
町
・
原
村
）

諏
訪
中
央
病
院
組
合

　

昭
和
33
年
、茅
野
市
、諏

訪
市
、
原
村
、
2
市
1
村

の
組
合
立
病
院
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
あ
た
た
か
な
急
性
期

病
院
」
と
し
て
、
地
域
を

支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

諏
訪
広
域
連
合

　

諏
訪
6
市
町
村
で
、単
独

で
処
理
さ
れ
て
い
た
事
務

の
一
部
を
、
共
同
し
て
処
理

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、救
護
施
設

八
ヶ
岳
寮
の
運
営
、介
護
保

険
、
広
域
消
防
、
ふ
る
さ
と

振
興
基
金
事
業
な
ど
。

議
員
報
酬

　

議
員
報
酬
は
表
の
と
お

り
で
す
。

政
務
活
動
費

　

政
務
活
動
費
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議　　　長 259,000

副　議　長 201,000
常任委員長

議会運営委員長 194,000

議　　　員 183,000

議員報酬月額
（単位：円）
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開
か
れ
た
議
会
に
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け
て

議会
改革

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟

　

議
員
連
盟
と
は
、
議
員

が
同
じ
目
的
を
持
ち
結
成

す
る
会
の
総
称
で
す
。

　

こ
の
連
盟
は
、
資
源・自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
を

図
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た

全
国
的
な
議
員
連
盟
。

　

原
村
議
会
で
は
、
ミ
レ

ニ
ア
ム
植
樹
し
た
村
有
林

の
環
境
整
備
活
動
と
し
て
、

下
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

J
A
信
州
諏
訪
農
業
祭

多
彩
な
催
し
で
開
催

　

10
月
1
日
、
農
業
祭
が

小
松
八
郎
新
組
合
長
の
も

と
、
営
農
セ
ン
タ
ー
セ
ル

リ
ー
集
荷
場
で
開
催
さ
れ

た
。

　

福
引
抽
選
会
、
新
鮮
野

菜
や
花
の
販
売
、五
平
餅
や

綿
あ
め
配
布
な
ど
、大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

原
小
学
生
に
よ
る
見
事

な
合
唱
と
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
、
松
村
和
子
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
、
拍
手
喝
采

で
農
業
祭
を
盛
り
上
げ
て

い
た
。

　

７
月
よ
り
総
務
産
業
・

社
会
文
教
の
常
任
委
員
会

と
議
会
運
営
・
議
会
広
報

４
委
員
会
よ
り
各
１
名
の

代
表
を
選
出
し
、
議
長
・

副
議
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

に
加
え
た
議
会
改
革
検
討

委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

毎
月
２
回
程
度
、「
住
民

に
、
よ
り
必
要
と
さ
れ
る

議
会
」を
目
指
し
、議
会
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。議
員
定
数
・
議

員
報
酬
・
常
任
委
員
会
構

成
な
ど
の
見
直
し
・
公
務

災
害
補
償
に
つ
い
て
、
議

会
基
本
条
例
・
議
会
に
お

け
る
質
問
方
式
の
検
討
や

議
会
報
告
会
の
あ
り
方
・

議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
な
ど
、
調
査
・
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会

に
む
け
て
他
の
自
治
体
の

情
勢
を
参
考
に
原
村
の
財

政
も
考
慮
し
て
、
良
い
議

会
に
向
け
て
前
進
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

8
月
に
は
全
員
協
議
会

で
議
会
改
革
の
た
め
の
議

員
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

議
会
改
革
を
行
っ
た
全
国

の
地
方
議
会
の
事
例
の
検

証
、
ま
た
、
議
員
定
数
・

議
員
報
酬
な
ど
は
行
政
改

革
の
側
面
と
議
会
改
革
の

側
面
で
相
反
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
、
講
師
と
活
発
な
質

疑
応
答
・
意
見
交
換
を
行

い
、
以
後
の
検
討
委
員
会

に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

数
々
の
課
題
の
中
か
ら
、

１
つ
具
体
例
を
揚
げ
る
と

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
に

す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

休
日
議
会
や
夜
間
議
会
の

開
催
等
が
あ
り
ま
す
。
開

催
に
向
け
て
は
、
住
民

の
皆
様
の
意
向
調
査
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
で
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
休

日
議
会
・
夜
間
議
会
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
費
用
も

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
す

で
に
開
催
し
て
い
る
自
治

体
の
費
用
対
効
果
を
含
め

状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
は
サ
ラ
ダ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
て

い
た
議
会
中
継
に
代
わ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に

つ
い
て
も
前
者
同
様
に
、

経
費
面
を
含
め
議
論
し
て

い
ま
す
。
こ
の
例
一
つ
を

と
っ
て
も
予
算
編
成
に
関

わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

原
村
の
明
る
い
未
来
を
見

据
え
、
し
っ
か
り
と
議
論

を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
本
質
を

し
っ
か
り
把
握
し
つ
つ
、

議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

　
　

委
員
長　

阿
部　

泰
和

議員連盟下草刈りJA 信州諏訪農業祭
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議会の傍聴に
お出かけください

次回（平成 28年 12月）の定例会
は 12月 5日（月）開会の予定です。
お問い合わせは、議会事務局に（0266-79-7951）

皆様のお声を
お聞かせください
議会は、住民の皆様の声を
議会活動に反映していきます。

議会報告・懇談会開催のお知らせ
議会報告・懇談会は
全村対象です。

～開催日程～

1 1月 1 6日 ( 水 ) 午後7時から
大久保公民館

1 1月 2 1日 ( 月 ) 午後7時から
室内公民館

各会場どなたでも参加できます。

皆さま、お誘いあわせのうえ、

ご参加ください。

　私が原村に来て 9回目の秋がやってきた。
　ここの暮らしで感じたこと、学んだことは数
知れない。2人の子どもたちはここで学校生活を
送った。村の真ん中にある大きな校庭には柵ひと
つなく、地域の皆で児童を見守っている様子がう
かがえた。
　地区の子ども会と学校が直結している事に驚い
た記憶もある。雪が降った朝にはまず学校までの
歩道の雪がかかれる。校庭のリンクを守るため、
保護者たちは出勤前に黙々と氷上の雪かきをする。
村のあちこちで働く大人たちはいつの間にか皆知
り合いで、子どもたちはそんな大人を見て育って
きた。
　澄んだ空気、星空、八ヶ岳。美しい風景以上に
私が感謝し自慢したい光景は、この村の人々の美
しさにある。

赤岳４H クラブ会長
小林　大介さん

（中新田区在住）

　長野県に生まれ
育ち34年になりま
す。

　きれいな空気、水、大地と自然に溢れたこの
地で農業を4年前から始めました。親がやって
いたわけでもなく、わからない事だらけの就農
でしたが、地域の先輩や仲間に支えられ楽しく
過ごしております。
　近年、地域の人との交流、ご近所付き合いも
少なくなっている時代ではありますが、この原
村は、昔から守られてきた伝統、文化、地元住
民との交流等により、大切な絆が守られ、また
引き継がれている気がします。
　自分もまた次の世代、自分の子どもたちに、長
野県原村の良さを伝え引き継ぎ、良い意味での
田舎を伝えていきたいです。
　誰もがいつか離れても、違う土地にいても、も
ちろん住んでいても、原村は良い所だと思える
村であって欲しいと思っています。

田口　夕季さん
（八ツ手区在住）




